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QAガイドライン作成の背景

１．既存の医用モニタの管理規格「JIS Z 4752 -
2 - 5」はCRT モニタが対象であるため，液晶モ

ニタが主流の現状には合わなくなってきた。

２．海外の最新規格「AAPM-TG18」、
「IEC62563-1」（審議中）は液晶モニタも対象に

しているが，欧米の規格をそのまま導入しても
運用が困難であり，日本の医療機関の実情（医
学物理士がいない，等）に即したガイドラインの
作成が必要だった。
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医用モニタの管理規格一覧
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適用範囲と管理体制

１．QAガイドラインは，モノクロ画像を表示することによっ

て読影を行うカラーおよびモノクロの医用画像表示用モ
ニタ及び医用画像表示システムの基準を示している。
臨床に関する基準は，日本医学放射線学会（JRS）の
ガイドラインをご参照頂きたい。

２．医用モニタの品質管理活動を実施するためには責任
者が必要である。QAガイドラインでは，医療機関の中

に品質保証委員会（仮称）を設け，同委員会に任命され
たモニタ品質管理者の責任において，医用モニタの受
け入れ試験や不変性試験を行うこととしている。
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３種類の表示システム

ビデオボード ビデオボード

モニタ本体 モニタ本体 モニタ本体

LUT

LUT

LUT

LUT：

モニタの表示階調特性を「DICOM Part 14」で規定する
GSDF（Grayscale Standard Display Function）カーブに
変換するLUT
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和文ガイドライン

英文ガイドライン

運用上の注意事項

FAQ
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JIRAのダウンロードサイト

・マニュアル
・テストパターン
・基準臨床画像
・試験結果報告書

代替テストパターン



受け入れ試験の項目と判定基準

第１５回 IHEワークショップ in 横浜

目視

測定

CRTのみ

CRTのみ



望遠型輝度計
↓

周囲光を含む
測定

目視評価、測定評価（接触型、望遠型）
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目視評価 密着型輝度計
↓

周囲光を含ま
ない測定



TG18-QCパターン
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基準臨床画像
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TG18-ULN80パターン
第１５回 IHEワークショップ in 横浜

５ヶ所の輝度、色度を
測定し、均一性を評価
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TG18-LN8-01～ 18パターン

信号値の異なる１８段階
のテストパターンを表示し、
輝度を測定する。



コントラスト応答評価（＝表示階調特性評価）
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エクセルシートに１８段階の
測定輝度を入力すると・・・

グラフを表示
コントラスト応答の
最大偏差を算出 「測定した表示階調特性の傾き」

の、「理想的な表示階調特性の
傾き」に対する偏差（％）で評価



使用日ごとに行う不変性試験
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目視

測定

不要

不要

不要
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不要

測定→目視

定期的に行う不変性試験

経時変化試験を追加

不要

追加

目視

測定



QA ガイドラインの特徴

１．データの互換性を保つため，受け入れ試験は外部光を
含まない状態で評価することとし，外部光を含まない測定
を簡便に行える密着型の輝度計も使用可能とした。

２．下記の条件を満たせば，納入ベンダの「出荷試験報告
書」を確認し承認することによって，受け入れ試験に代替
可能とした。
①ベンダによって、表示システムとしての出荷試験データが準備

されていること。

②ビデオボードと医用モニタ間のI/Fがデジタルであること。

３．受け入れ試験の評価内容を精査し、項目数を絞った。
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a ： BN8-01 b ： BN8-09 c ： BN8-18

代替テストパターンの作成

背景を黒にした



望遠型
輝度計

望遠型
輝度計

代替テストパターンの効果

望遠型輝度計で測
定する際に、周囲の
光が入り、測定誤差
が生じる

周囲の光が
ほとんどなく、
誤差が小さい
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QA ガイドラインに対する要望例

１．不変性試験の内容と頻度の見直して欲しい
・使用日ごとの試験は負荷が大きい

２．テストパターン画像（現在BMP）をDICOM
フォーマット化したものも提供して欲しい

３．モニタ更新の判断基準が欲しい
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